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本
学
に
お
け
る
芸
術
資
料
の
収
集
は
、
東
京
音
楽
学

校
・
東
京
美
術
学
校
開
校
以
前
の
音
楽
取
調
掛
・
図
画

取
調
掛
の
時
代
に
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら

一
世
紀
以
上
を
経
た
今
日
、
東
京
芸
術
大
学
は
、
国
宝

級
の
古
美
術
、
近
代
の
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
、
明
治

時
代
の
楽
器
、
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
図
面
な
ど
、
多
種
多

様
な
約
四
万
五
〇
〇
〇
点
の
芸
術
資
料
を
所
蔵
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
当
初
は
文
庫
と
呼
ば
れ
て
い
た
図
書

館
に
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
か
ら
は
新
た
に
竣

工
し
た
芸
術
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
、
学
内
の
教
育
研

究
資
料
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
た
が
、
展
示
ス

ペ
ー
ス
が
狭
隘
な
た
め
に
一
般
に
広
く
公
開
さ
れ
る
機

会
は
少
な
か
っ
た
。

情
報
公
開
の
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
各
大
学
に
秘
蔵

特集 21世紀のミュージアム 大学美術館

ようこそ
大学美術館へ
大学美術館とはどのような施設か――
まだ知られていないその概要と魅力を
歴史と沿革から今後の課題まで紹介する。

歴
史
と
沿
革

01

あ
る
い
は
死
蔵
さ
れ
て
い
る
学
術
資
料
は
社
会
全
体
で

有
効
に
活
用
す
る
べ
き
と
し
て
、
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
が
提
唱
さ
れ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、

芸
術
資
料
館
の
貧
弱
な
収
蔵
設
備
が
貴
重
な
芸
術
資
料

の
保
存
に
は
不
適
と
し
て
問
題
と
な
る
に
い
た
っ
て
、
本

学
も
美
術
館
を
具
体
的
に
構
想
し
、
一
九
九
五
（
平
成

七
）
年
二
月
に
「
東
京
芸
術
大
学
美
術
館
基
本
構
想
―

―
上
野
校
地
の
将
来
像
を
索
め
て
―
―
」
を
完
成
さ
せ

た
。
こ
の
基
本
構
想
を
も
と
に
計
画
は
順
調
に
進
み
、

同
年
秋
に
美
術
館
設
立
が
決
定
、
一
九
九
六
年
九
月
に

建
築
着
工
、
一
九
九
八
年
四
月
に
芸
術
資
料
館
組
織
を

大
学
美
術
館
組
織
に
拡
大
改
組
、
一
九
九
九
年
五
月
に

建
築
が
竣
工
し
、
同
年
十
月
に
大
学
美
術
館
が
開
館
し

た
。

大
学
美
術
館
は
実
技
系
国
立
大
学
内
に
設
置
さ
れ
る

美
術
館
と
い
う
特
色
を
最
大
限
に
活
か
し
、
学
内
共
同

利
用
施
設
と
し
て
の
教
育
研
究
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
理
想
を
高
々
に
謳
え
ば
、「
日
本
近
現
代
美
術
と

東
京
芸
術
大
学
の
歴
史
を
反
映
す
る
所
蔵
作
品
と
、
学

内
の
制
作
現
場
で
日
々
生
産
さ
れ
る
同
時
代
美
術
を
両

軸
と
し
て
、
伝
統
と
現
代
を
複
合
的
に
交
錯
さ
せ
、
新

た
な
価
値
を
創
造
し
、
あ
わ
せ
て
、
大
学
か
ら
社
会
へ

の
情
報
発
信
の
場
と
な
る
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て

い
る
。
要
す
る
に
芸
大
美
術
館
は
、
所
蔵
作
品
を
調
査

研
究
、
保
存
修
復
、
展
示
公
開
、
情
報
公
開
す
る
こ
と
、

学
内
の
創
作
活
動
と
社
会
を
直
結
さ
せ
る
こ
と
を
活
動

の
基
本
方
針
と
す
る
学
術
的
・
実
験
的
な
美
術
館
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。 理

想
と
現
実

02

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
東
京
の
上
野
に
新
た
な
国
立

美
術
館
が
で
き
れ
ば
、
世
間
一
般
か
ら
は
い
わ
ゆ
る
特

別
企
画
展
、
そ
れ
も
大
規
模
な
展
覧
会
を
期
待
さ
れ
る
。

大
学
美
術
館
と
し
て
も
、
開
館
し
た
以
上
は
美
術
館
の

存
在
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
ひ
よ
こ
の
よ
う
な
美
術
館
を
世
界
的
水

準
に
す
る
た
め
に
は
海
外
の
一
流
美
術
館
と
の
交
流
は

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
事
情
か
ら
、
開
館
か

ら
三
―
五
年
間
ほ
ど
は
活
動
の
重
心
を
企
画
展
に
置
い

て
、
地
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
大
学
美

術
館
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
・
情
報
公
開
と
学
術

的
・
実
験
的
な
小
規
模
企
画
展
が
活
動
の
中
心
と
な
り
、

そ
れ
に
大
規
模
な
国
際
展
な
ど
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
開
催

さ
れ
る
に
は
今
し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

薩摩雅登（さつま・まさと／大学美術館・助教授）
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美
術
館
建
築
は
基
本
理
念
を
踏
ま
え
て
設
計
さ
れ
、

学
内
の
約
一
七
〇
〇
㎡
の
敷
地
に
地
上
四
階
・
地
下
四

階
、
延
床
面
積
約
八
七
〇
〇
㎡
の
建
築
が
完
成
し
た
。

特
色
と
し
て
は
、

①
　
実
験
的
な
小
規
模
・
中
規
模
展
を
前
提
と
し
て
、

明
確
に
機
能
区
分
し
た
四
つ
の
展
示
室
を
持
つ
（
総

計
約
一
四
〇
〇
㎡
）。
展
示
室
１
は
展
示
ケ
ー
ス
付

き
の
標
準
的
な
展
示
室
。
展
示
室
２
は
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
の
み
の
調
光
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
劇
場
的
空
間
。

展
示
室
３
は
外
光
を
導
入
で
き
る
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
の
空
間
。
展
示
室
４
は
暗
転
あ
る
い
は
照
度
制
限

を
前
提
と
し
た
小
規
模
空
間
。

②
　
総
計
約
一
六
〇
〇
㎡
の
四
つ
の
収
蔵
庫
を
持
ち
、

展
示
面
積
よ
り
も
収
蔵
面
積
が
大
き
い
。

③
　
美
術
館
の
主
役
は
作
家
で
も
館
員
で
も
な
く
作
品

と
観
客
と
い
う
理
念
か
ら
、
一
階
に
観
客
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
と
作
品
搬
入
口
を
配
し
た
。
こ
の
た
め
展
示

室
が
地
下
階
と
三
階
に
分
か
れ
て
、
全
展
示
室
を
使

用
す
る
大
き
な
展
覧
会
に
は
不
都
合
も
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
企
画
展
・
特
別
展
は
基
本
構
想
で
は
想
定

し
て
い
な
い
の
で
や
む
を
え
な
い
。

④
　
わ
が
国
の
美
術
館
は
外
見
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
な
ど
が
立
派
で
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
脆
弱
な
傾
向

に
あ
る
と
い
う
反
省
か
ら
、
収
蔵
庫
前
室
、
特
別
収

蔵
庫
、
資
料
調
査
室
、
Ｘ
線
撮
影
室
、
作
業
員
控
室

な
ど
を
充
実
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
表
面
的
な
見
栄
え
よ
り
も
教
育
研
究

機
関
と
し
て
の
実
質
を
優
先
さ
せ
た
建
築
だ
が
、
実
技

系
大
学
内
の
美
術
館
に
ふ
さ
わ
し
く
随
所
に
素
材
に
こ

だ
わ
り
、
例
え
ば
、
収
蔵
庫
扉
の
漆
仕
上
げ
な
ど
は
館

員
の
ひ
そ
や
か
な
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
。

建
築
の
特
色

03

大
学
美
術
館
の
取
手
館
は
一
九
九
四
年
秋
に
竣
工
・

開
館
し
た
（
当
時
は
芸
術
資
料
館
取
手
館
）。
そ
の
頃

の
取
手
校
地
は
、
大
多
数
の
一
年
生
、
一
部
の
大
学
院

生
、
一
部
の
非
常
勤
教
官
、
数
名
の
常
勤
教
官
が
展
開

し
て
い
た
草
創
期
で
、
取
手
館
の
完
成
は
校
地
全
体
に

大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
取
手
館
多
目
的

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
ほ
と
ん
ど
教
官
や
学
生
の
手
弁
当

で
開
催
さ
れ
た
「
卒
業
制
作
展
　
美
術
学
校
時
代
の
油

彩
画
」、
取
手
校
地
非
常
勤
教
官
展
「
地
の
力
」、「
榎

倉
康
二
遺
作
展
」、「
東
京
芸
術
大
学
日
本
画
教
官
展
―

ひ
と
つ
の
現
場
か
ら
―
」
な
ど
の
内
容
は
、
一
般
美
術

館
の
小
規
模
あ
る
い
は
中
規
模
企
画
展
と
比
較
し
て
も

遜
色
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
入
場
無
料
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
開
催
者
の
情
熱
が
取
手
市
民
に
も

伝
わ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
清
掃
や
受
付
が
登
場
す
る

な
ど
、
結
果
的
に
大
学
と
市
民
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

取
手
に
お
け
る
展
開

04

に
貢
献
し
た
。

取
手
館
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
先
端
芸
術
表
現
学
科
が

設
置
さ
れ
て
か
ら
は
一
時
的
に
そ
の
校
舎
と
な
り
、
さ

ら
に
今
年
か
ら
は
音
楽
環
境
創
造
学
科
の
ピ
ア
ノ
練
習

室
の
ほ
か
、
一
部
は
体
育
授
業
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
目
的
に
有
効
に
利
用
さ
れ
る
美
術

館
は
全
国
で
も
珍
し
い
。

取
手
館
は
実
は
延
床
面
積
約
六
〇
〇
〇
㎡
の
美
術
館

と
し
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
収
蔵
庫
、
多
目
的

ホ
ー
ル
、
事
務
室
な
ど
、
約
半
分
の
施
設
の
み
が
竣
工

し
た
未
完
成
の
状
態
に
あ
る
。
残
り
の
約
三
〇
〇
〇
㎡

に
研
究
室
、
展
示
室
、
図
書
室
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
、

美
術
館
と
し
て
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
初
め
て
、
取
手

に
自
立
し
た
美
術
と
音
楽
の
二
学
科
と
の
連
携
、
市
民

と
の
交
流
な
ど
、
大
学
美
術
館
取
手
館
と
し
て
の
本
格

的
な
機
能
を
発
揮
す
る
で
あ
ろ
う
。

美
術
館
と
名
乗
っ
て
は
い
る
が
、
大
学
美
術
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
大
学
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
絵

画
、
彫
刻
、
工
芸
な
ど
の
美
術
品
ば
か
り
で
な
く
、
考

古
学
資
料
、
古
楽
器
な
ど
の
音
楽
資
料
、
建
築
模
型
、

建
築
・
デ
ザ
イ
ン
図
面
な
ど
、
多
種
多
様
な
資
料
が
含

ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
収
蔵
庫
や
展
示
室
の
設
備
は

美
術
品
の
収
蔵
と
展
示
を
目
的
に
作
ら
れ
て
お
り
、
楽

器
の
試
演
、
建
築
模
型
の
閲
覧
、
図
面
の
閲
覧
な
ど
を

求
め
ら
れ
て
も
、
施
設
的
に
も
組
織
的
に
も
対
応
で
き

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
の
保
存
は
行
え

今
後
の
課
題
と
可
能
性

05

て
も
、
修
復
や
修
理
を
行
う
に
は
設
備
が
根
本
的
に
不

足
し
て
い
る
。

基
本
構
想
に
し
た
が
っ
て
、
第
二
美
術
館
（
Ｍ
２
）、

第
三
美
術
館
（
Ｍ
３
）
の
計
画
を
す
す
め
る
な
ら
ば
、

図
書
館
（
ビ
ブ
リ
オ
テ
ー
ク
）
と
も
美
術
館
（
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
）
と
も
性
格
の
異
な
る
、
多
彩
な
資
料
を
保
管
、

修
復
、
閲
覧
（
試
演
）、
貸
出
し
が
で
き
る
、
資
料
収

集
館
（
ア
ル
キ
ー
フ
）
的
な
機
能
を
兼
ね
備
え
る
よ
う

に
、
施
設
お
よ
び
組
織
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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大学美術館名品

コレクション10選
前身である資料館時代より受け継いできた
大学美術館の個性的なコレクションの中から
ジャンルごとに紹介する誌上ギャラリー。

古
美
術

「金
き ん

錯
さ く

狩
し ゅ

猟
りょう

文
も ん

銅
ど う

筒
と う

」
漢時代　1－2世紀
銅　上径3.55 下径3.5 長25.6cm
重要文化財

銅鋳製の中空の金具で、馬車の
傘の柄の一部とみられる。筒全体
を帯で4段に分割し、山並みや渦
巻状の雲気文、多数の禽獣や人物
が流麗な金線で表されている。な
かでも虎に矢を放つ騎馬人物や鳳
凰の文様が華麗である。文様の金
象嵌には、中国産とされる純度の
高い金が埋め込まれている。朝鮮
半島・楽浪（現在のピョンヤン）
の出土と伝えられ、1965年中国
河北省定州市から出土した金具や
MIHO MUSEUM所蔵の金銀象嵌
円筒形馬車金具との文様・形状の
酷似が指摘されている。

「板
い た

絵
え

著
ちゃく

色
しょく

天
て ん

部
ぶ

像
ぞ う

（醍
だ い

醐
ご

寺
じ

）」
平安時代　951年（天暦5）
板絵着彩　各79.9×21.5cm
重要文化財

この板絵は、醍醐寺五重塔の8
面連子窓の羽目板のうち、西側北
面の一部である。そこには胎蔵界
外金剛部院西方諸尊の10尊が描
かれていたが、そのうちの2枚４
尊分が本学の所蔵となった。上段
に水天と毘紐天妃を、下段には鼓
天と楽天を配している。創建当初
のまま補修を受けておらず、剥落
も激しいが、下書き線や地塗りが
露出し、作画過程を知る良い資料
となっている。唐風から和風へと
移り変わる平安中期の基準作例と
しても貴重である。

日
本
画

彫
刻

竹内久一
たけのうちきゅういち

（1857－1916）

「神
じ ん

武
む

天
て ん

皇
の う

立
りゅう

像
ぞ う

」
1890年（明治23）
木　総高297.3cm 像高236.0cm

竹内久一は江戸に生まれ象牙彫
刻を学んだが、奈良に滞在し木彫
の研究をしている時にフェノロサ
や岡倉天心と知り合い、東京美術
学校彫刻科初代教授として招聘さ
れた。この作品では、見事な檜を
使用し、彩色の痕が認められない
ことからも、作者が材質と自らの
技法に全てをかけたことがうかが
われる。日本の木彫の伝統を継承
する堂々たる立像で、第3回内国
勧業博覧会にも出品されているが、
戦後は時代の風潮に合わず長く忘
れられていた。
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橋
は し

本
も と

雅
が

邦
ほ う

（1835－1908）

「白
は く

雲
う ん

紅
こ う

樹
じ ゅ

」
1890年（明治23）
紙本着彩・掛幅装　265.8cm×159.3cm
重要文化財

第3回内国勧業博覧会出品作品。
画面下半分に見られる正統水墨画
のような厳格な画面構成と、上半
分の色彩配色の妙による空間表現
が対比されている。作者の力点は
題名からして言うまでもなく上半
分で、白雲の上部には金泥で金雲
を描き、緑樹の下には金粉をまく
など、新しい空間表現を目指して
細かな創意工夫を凝らしている。
雅邦は岡倉天心に共鳴して日本画
の革新を試みていた。

横
よ こ

山
や ま

大
た い

観
か ん

（1868－1958）

「村
そ ん

童
ど う

観
か ん

猿
え ん

翁
お う

」
1893年（明治26）
絹本着彩　110.5×180.5cm

東京美術学校日本画科第1期生
横山大観の卒業制作。花鳥風月、
歴史、仏教説話などに題材を求め
た作品が多い当時において軽妙洒
脱な作品といえる。この画題につ
いて大観は『大観画談』に、「あ
の作品に描いた猿回しの翁は、橋
本（雅邦）先生に見立て、村童
11人は、（日本画科）同期の11人
の幼な顔を想像して描いたもので
す」と記している。

ラグーザ、ヴィンチェンツォ
（1841－1927）

「日本婦人」
1880年（明治13）
ブロンズ 高62.1cm
石膏原型（重要文化財）より鋳造

1875年、ラグーザは日本政府
からイタリア政府に委嘱された彫
刻教師選抜試験に合格、翌年来
日し工部美術学校の彫刻科を担当
する。それまで日本に造形美術と
しての彫刻という概念はなく、ラ
グーザの写実的作風が日本の洋風
彫刻の出発点となる。本作品は滞
日中に制作されたもので、若い婦
人のやわらかな雰囲気を出した佳
作である。明治14年の第2回内国
勧業博覧会に出品、象牙彫刻が主
流だったなか、新しい素材と写実
性が大いに注目を浴びた。
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工
芸

海
う ん

野
の

勝
しょうみ ん

�
（号　芳洲・東華斎　1844－1915）

「彫
ちょう

金
き ん

手
て

板
い た

」
1912年（明治45）
9.0/9.1×12.1×12.3cm

東京美術学校で伝統彫金技法を
実習するために使用していた教材。
手板と称する。金、銀、赤銅、真
鍮など様々な金属を用いて、毛彫、
線象嵌、平象嵌、高肉厚、薄肉
打出しなど、多彩な技法を盛り込
んで、順序よく学べる内容となっ
ている。今日では、明治彫金界を
代表する作者の晩年の円熟した技
が凝縮された貴重な資料で、大学
美術館ならではの所蔵品といえる。

「錦
きん

魚
ぎょ

手
て

板
いた

」

「児
こ

犬
いぬ

手
て

板
いた

」 「雀
すずめ

手
て

板
いた

」

「牡
ぼ

丹
たん

手
て

板
いた

」「魚狗
かわせみ

手
て

板
いた

」 「秋
あき

草
くさ

手
て

板
いた

」

松
ま つ

田
だ

権
ご ん

六
ろ く

（1896-1986）

「草
そ う

花
か

鳥
ちょう

獣
じゅう

文
も ん

小
こ

手
て

箱
ば こ

」
1919年（大正8）
金沃懸地　蒔絵　平文　蓋裏平目地　身及び
側面　潤塗　螺鈿
15.8×23.5×21.0cm

手箱の内側に大きく口をあけて
吼える獅子が描かれており、その
咆哮に驚いて逃げ惑う鳥獣が表一
面に描かれている。作者は、漆の
上に純金と青金の粉を表面全体に
蒔き、漆の乾かないうちに一気に
動物の輪郭を針金で作った筆で引
っかいて描きあげるという技法で、
躍動する動物を描き出した。100
点満点で評価された卒業制作で、
作者の代表作のひとつ。
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山本芳翠
や ま も と ほ う す い

（1850－1906）

「西洋婦人像」
1882年（明治15）
油彩・板　41.0×32.9cm

小振りな板に若い西洋婦人が横
向きのポーズで描かれている。フ
ランスの文豪テオフィル・ゴーテ
ィエの娘、ジュディットの肖像と
いわれる。画面はなめらかで平滑
な下地づくりから周到に準備され、
側面の輪郭の美しさがひきたつよ
うに陰影が計算されている。1878
年、芳翠は本格的な西洋画技法を
学ぶため、フランスのパリ国立美
術学校に留学した。本作は輸送船
の事故で失った滞在作のうち、運
よく残された数少ない作品のひと
つである。

原
は ら

田
だ

直
な お

次
じ

郎
ろ う

（1863－1899）

「靴
く つ

屋
や

の親
お や

爺
じ

」
1886年（明治19）
油彩・カンヴァス 60.3×46.5cm
重要文化財

靴職人のその性格まで浮き彫り
にしたような迫真の肖像画である。
ドイツ・ミュンヘンに留学した直
次郎の滞欧作であり、彼の代表作
ともなっている。陰影の対比が油
画特有の巧みな技術を生かして描
かれており、平筆を使ったなにげ
ない筆の運びや的確に対象を捉え
る表現力には、特に卓越したもの
が感じられる。明治洋画を代表す
る肖像画としての評価も高く、近
年、重要文化財の指定を受けた。

西
洋
画




